



















































































































o e e 
O
































+ ~ ~ ^ 


































































Y b As 
0.45 0.50 0.55 













































 O. 2 0.4 


















u.OO O.O?_ 0.04 
T2 (12+6(l~/T)+(1:~/T)2) exp(-A/T) 
l~=3K 
( QH, o.1, o ) colli~*ato's 








" I I=_'-_ x :)91A 
r// ~~:~¥¥~~i2/I}( . , T -::)h( 
" ¥~]4~K 






0.5 I.O L5 
QH 
-ll-
~l5 
r
 論文審査の結果の要旨
 従来Ceモノプニクタイトは結晶構造(NaCl型)や半金属及びf電子数が一ケという単純な
 系であるにも係らず異常な物質を示すことが有名で,多くの実験理論的研究がなされて来た。
 これとf電子に関して電子一ホール対称の関係にあるYbモノプニクタイトは,注目すべき初
 期的研究でありながら結晶作成の困難さから放置されていた。
 本論文はこれら高融点,高蒸気圧物質の単結晶作成に独特の工夫をこらして得ることが出来
 た。特にYbAsについてはdHvA振動も検出される良質の単結晶を得ている。
 この結晶にもとづいた種々の測定を行った結果,Ybモノプニクタイトは極低温で磁気的秩
 序を示すものの,それは磁気的相互作用と近藤効果の強い競合による結果であり,磁気的秩序
 そのものが,近藤効果によって強く抑制されたヘビーフェルミオン物質であることが判明した。
 即ち最低温度0.3Kまでの比熱の測定を行った結果,電子比熱係数が2eOmJ/mol・K2と,こ
 れはもともとキャリヤー数が2%と小さいことを考えれば,相当大きなマスエンハンスメント
 と考えられる。
 又,磁気転移に要するエントロピーの小さいこと及び5K近傍に見られるブロードな山に
 至ってようやく磁気エントロピーが解放される等,近藤効果が強く作用していることを示して
 いる。
 YbAsの電気抵抗,ホール効果,磁気抵抗の温度変化の測定を低温から室温まで詳細に行い,
 電子及び正孔の易動度の振舞より,正孔はr6と大きなMixingを有し,それが近藤効果を引き
 おこし電子はMixingが小さく近藤効果を起さないことを示した。
 又,YbAsの中性子回折より,磁気構造が決定されると共に磁気モーメントが近藤効果により
 相当縮んでいることが判明した。
 YbPについては,NMR,中性子非弾性散乱が行なわれ,100K付近まで磁気的秩序の影響が
 あることを見い出している。
 以上本論文は,Ybモノプニクタイトが磁気的相互作用と近藤効果が強く競合する系である
 ことを実験的に明確にすると同時に,それに伴う種々の異常性を見いだした。これは従来の不
 純物近藤状態の概念の単純な延長では説明出来ず,近藤効果と磁気的相互作用の競合をどう考
 えてゆくかという重要な問題提起をしていると考えられる。
 本論文は本人が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示し
 ており,よって小山田明提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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